
令和５年度審査日程表

【１】 地方審査

曜 審 査 会 場 開始時間 備　考

４ ２９ 土(祝) 長崎・大村 ９時 ４ ８

８ ６ 日 佐世保 ９時 ７ １６

８ ６ 日 島原 １０時 ７ １６

１０ １５ 日 対馬 ９時 ９ ２４

１０ ２２ 日 長崎・大村 ９時 １０ １

１２ １０ 日 長崎・大村 ９時 １１ １９ 締切日厳守

２ ２５ 日 長崎・大村 ９時 ２ ４

申込締切日審査月日

・審査申込書の他に、別紙の受審者一覧表／審査料集計表を作成して提出して下さい。

段位受審者は、審査申込書と同時に、学科試験レポートも添えて同時に申し込んで下さい。

学科問題は、【令和５年度 地方審査学科問題】を参照して下さい。

・申込み締切後、立順及び受付時間を代表者あてに通知しますので、受付時間を確認下さい。

指定時間前の入館はできません。

・入館受付時検温を行ない、平熱を超える発熱ならびに体調不良者は入館・受審を認めません。

受付時間に遅刻、又は呼出しに応じなかった者は棄権と見なします。

・６立毎を目途に、審査結果を発表します。 結果確認後は速やかに退館して下さい。

(合格者においては、登録のための手続きを行い、速やかに退館して下さい)

・四段受審者の服装は、参段以下受審者同様に弓道衣とします。

・矢尻が籐にかかるような行射については、審査委員⾧の判断で行射を止めることがあります。

(矢尺を確認)

・新型コロナウイルス感染拡大の状況により、要項の内容を変更する場合があります。

・送付先・送金先は下記の通りです。

・開始式、矢渡しは

実施しない。

・立順に応じて、受付

時間を制限する。



種別

 巻藁練習の効用について述べなさい。
 日常修練で苦労していること、その取り組みについて述べなさい。
「失の処理の三原則」を列記し、「甲矢筈こぼれ」の処理を説明しなさい。
 指導時に心掛ける危険防止について述べなさい。

「基本体の必要性」について述べなさい。
「射法八節」を順に列挙し、「離れ」を説明しなさい。
 あなたは危険防止のためにどんなことに注意していますか。
「三重十文字」について説明しなさい。 
 弓道が他のスポーツと異なる点について述べなさい。

（立射での）「矢番え動作」について説明しなさい。
 あなたの弓道修練の目標について述べなさい。
「射法・射技の基本」を列挙し、「基本体型（縦横十文字と五重十文字）」
 について説明しなさい。
「審査を受ける心構え」について述べなさい。
「詰合い・伸合い」について説明しなさい。

 弓道修練を実生活にどのように応用しているか述べなさい。
「残心（残身)」」について説明しなさい。
「礼記－射義－」「射法訓」の教えの要点について述べなさい。
「射法八節」を順に列挙し、「引分け」を説明しなさい。
 弓道を学んで良かったと思うことを述べなさい。

「基本の姿勢と動作の様式(基本の姿勢４つ、基本の動作８つ)」を列記し、
「歩き方」を説明しなさい。
 弓道を通じてどのようなことを学びたいと思いますか。
（坐射での）「矢番え動作」について説明しなさい。
 弓道を学んで感じていることを述べなさい。
「射法・射技の基本」を列挙し、「呼吸（息合い)」について説明しなさい。

 危険防止について心掛けていることを述べなさい。
「射法・射技の基本」を列挙し、「目づかい」について説明しなさい。
 あなたが日々の修練で心掛けていることを述べなさい。
「射法・射技の基本」を列記し、「心・気の働き」を説明しなさい。
「審査を受ける心構えと意義」について述べなさい。

「五重十文字」について説明しなさい。
「射を行う態度」について述べなさい。
「射法八節」を順に列挙し、「弓構え」を説明しなさい。
 弓道を始めた動機（きっかけ）について述べなさい。
「執弓の姿勢」について説明しなさい。 

２ ２５

初段

弐段

参段

四段

１２ １０

初段

弐段

参段

四段

１０ ２２

初段

弐段

参段

四段

四段

初段

４ ２９

８ ６
弐段

参段

四段

参段
「取り矢」の仕方について説明しなさい。 
 日常修練で仲間の安全の為にどんなことを心掛けていますか。

審査月日

初段

弐段

　　　　　学　科　問　題
「射法八節」を順に列挙し、「胴造り」を説明しなさい。
 あなたは危険防止のためにどんなことに注意していますか。
 動作の注意点について説明しなさい。（弓道教本第一巻６２頁～６４頁）
 あなたが審査を受ける目的について述べなさい。

【令和５年度 地方審査学科問題】


